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1 背景 

サークルで始めた競技プログラミングから、ICPC に出場したいと常々考えていたことがきっか

けである。自身のプログラミングに対する能力向上が短期間でどのくらい向上するかを把握するこ

とで、今後の活動において有用であると考えた。 

 

2 目標 

今回の企画で目標とするのは以下の 4つである。 

1. アルゴリズムやデータ構造の習得 

2. 協調性やコミュニケーション力の向上 

3. 論理的思考力の獲得 

4. アジア地域予選への進出 

 

3 計画 

ICPC（国際大学対抗プログラミングコンテスト）は、世界中の大学生、大学院生、高専生などが

3 人 1 チームとなり、出題された問題をプログラミングによって解くコンテストで、その正答数と

速度を競う。日本の国内予選は 7 月 5 日に開催され、予選を突破すると横浜で 12 月に行われるア

ジア地域予選に出場できる。 

このコンテストでは、様々な難易度の問題が出題される。そのため、コンテスト参加までに対面

での勉強会を行い、アルゴリズムとデータ構造の習得を試みる。コンテストまでに習得したいもの

として、全探索、二分探索、深さ優先探索、幅優先探索、累積和、動的計画法、スタック、キュー

などがある。 

また主に土曜日に実施される AtCoder社による AtCoder Beginner Contestに参加することで、これ

らアルゴリズムなどのアウトプットの機会を設け、実戦経験を積む機会を生み出す。 

 

4 実施方法 

AtCoderで開かれるコンテストに参加する。また、国内予選 1週間前に ICPC OB/OGの会により

開かれる模擬予選にも参加する。さらに、アルゴリズムやデータ構造の勉強会を定期的に実施する。 

 

5 補足 

 競技プログラミングとは、特定のプログラミング問題を解く速さを競うコンピュータプログラミ

ングの競技のことである。AtCoderや Codeforcesなどのコンテストサイトが有名であり、AtCoderの

ユーザは 50 万人以上もいる。リアルタイムのコンテストで競い合う事やいつでも過去問にチャレ

ンジすることができる。 

 



6 活動経過 

6.1 勉強会 

6.1.1 深さ優先探索（DFS）と再帰関数 

Qiitaの記事「DFS (深さ優先探索) 超入門！ 〜 グラフ・アルゴリズムの世界への入口 

〜【前編】(10.7)」を参考にして DFS を再帰関数で書く学習をし、AtCoder Beginner Contest 

228の B問題を用いた演習を行った。 

 

図 6.1.1-1 DFSを再帰関数で書く勉強会で作成したメモ 

6.1.2 深さ優先探索（DFS）とスタック 

Qiitaの記事「DFS (深さ優先探索) 超入門！ 〜 グラフ・アルゴリズムの世界への入口 

〜【前編】(10.7)」を参考にして DFS をスタックで書く学習をし、競技プログラミングの

鉄則問題集の問題 A62を用いた演習を行った。 

 

図 6.1.2-1 DFSをスタックで書く勉強会で書いた板書 



6.1.3 幅優先探索（BFS） 

6.1.4 動的計画法（DP） 

競技プログラミングの鉄則 演習問題集 A16-Dungeon1 を用いた動的計画法の学習を

行った。 

 

図 6.1.4-1 動的計画法（DP）の勉強会の様子 

6.1.5 bit全探索 

6.2 AtCoder Beginner Contest 

 AtCoder株式会社により、主に毎週土曜日の 21時から実施される競技プログラミングのコ

ンテストである。7問出題され、100分かけてどれだけ多くの問題を解けるかを競う。 

 活動期間中は、コンテストにリアルタイムで参加するか、終了後に問題を解いた。コンテ

スト中に解けなかった問題は、解説を見て復習した。 

 

図 6.2-1 AtCoder Beginner Contest 358 のコンテスト成績証 

6.3 ICPC 模擬予選 

 ICPC 模擬予選は 6 月 23 日 16時 30分から 19 時 30 分の 3 時間にかけて実施された。出題

された問題は国内予選と同様に、全部で 9問あった。 

6.4 ICPC 国内予選 

 ICPC国内予選は 7月 7日 16時 30分から 19時 30分の 3時間にかけて実施された。出題さ



れた問題は全部で 9問あった。 

 

図 6.4-1 ICPC国内予選の設営準備の様子 

 

図 6.4-2 ICPC国内予選 B問題を完成（正答）した提出ソースコード 

  



7 成果・結果等 

ICPC 国内予選では、出題された Problem A から I までの 9 問のうち、A・B・C の 3 問を解くこ

とができ、全国から 363 チームが出場したうち、我々のチーム・CodeDragons は 249 位であった。

しかし、アジア地域予選進出条件の上位 50位以内には届かず、横浜へ行くことはできなかった。 

 

図 7-1 ICPC 国内予選の順位表 

 

8 今後の展望 

今回はアジア予選に行くことはできなかったが、その過程でアルゴリズムや協調性を学ぶことが

できた。しかし、今回の活動期間は短く、また 1 回の勉強会の時間も 90 分と短かった。そのため

詳細にアルゴリズムを理解し尽くすことができなかった。来年こそはアジア予選への進出を目指し、

コンテストへの参加やアルゴリズムの勉強を継続していく。 
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